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舵
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町
役
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同
皆
榊
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官
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「
明
治
・
大
成
事
総
和
刊
と
き
び
し
い
校
会
を
、
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
、
お
お
サ
綴
り
の
み
な
さ
ん
に
、
糊
惜
し
い
各
自
を
送
っ
て
も

ら
い
た
い
。
」

j
i
-
-
-
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
額
い
で
寸
。

の
臨
戦
い
を
こ
め
て
、
つ
い
に
老
人
福
松
セ
ン
タ
!

じ
滋
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

制
作
桜
山
川
湾
鮮
の
の
い
幾
脇
怖
か
ら
、
お
年
寄
れ
ソ
の
笑
い
筒
が
、

こ
だ
ま
し
、
我
孫
子
ふ
本
市
に
広
が
る
自
の
た
め
に
、
さ
ら
に
施

設
を
光
災
し
て
い
く
考
え
で
す
。
〈
附
開
迷
記
事
ニ
蔚
に
〕

て〉

て〉

報……
庖………
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山
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吐
む
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判
臨
川
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い
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協
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繍
間

内
総
眠

州

連

叫

山
政
錨
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マS

中

2
9
軍

中ふ間7や
緩
和
制
緩
十
年
制
閏
月
一
日
に
発

足
し
た
筏
孫
子
市
行
政
連
絡
銭

総
制
制
度
M
H

、
今
体
?
の
十
二
符
月
一
一
一
銭
議
幌
市
興
策
点
滅
的
絞
級
品
混
同
蹴

十
一
日
で
廃
止
と
な
N
7
ま
す
。
機
関
は
、
今
ま
で
、
術
的
内
義

市
内
を
三
十
九
碍
日
打
数
区
に
業
協
同
問
組
会
だ
け
で
し
た
が
、

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
刊
行
致
淡
総
こ
れ
か
ら
は
手
議
開
館
行
殺
柑
晴
子

関
内
を
翠
い
て
か
ら
約
九
年
ム
ハ
ヵ
支
出
拍
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
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双
差
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で
〈
市
中
込
堂
同
あ
り
ま
す
J

後
離
料
品
慣
が
持
参
し
た
教
材

世
帯
に
倹
約
す
る
消
耗
機
材
輸
守

的
資
問
哨
は
、
会
仰
制
定
的
揮
者
が

負
制
加
し
ま
す
。

受
講
者
山
凶
作
常
識
開
城
、
級
品
乳
、

策
記
臼
打
を
ご
岡
市
慾
下
事
い
a

(
此
税
措
川
綴
幽
内
線
〉

糊
我
四
時
?
?
d

に
お
け
る
文
化
発
展
に
官
摂
取
浴
と
い
う
稗
が
縫
っ
て

酬
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
的
…
っ
と
し
お
り
ま
す
a

機
米
に
よ
り
ま
す

附
て
、
交
通
機
関
内
談
窓
と
い
う
と
、
当
時
、
釈
に
お
い
て
絞
殺

問
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
@
や
変
死
者
い
か
大
へ
ん
事
〉
¥
側
関

酬
今
問
問
、
そ
う
し
た
総
点
に
な
係
者
が
頚
を
痛
め
て
療
機
を
考

仰
っ
て
、
そ
拘
置
中
心
で
あ
る
我
孫
え
た
‘
と
こ
ろ
、
品
間
に
あ
っ
た
塚

山
子
淡
を
と
?
舟
げ
て
、
地
穂
、
を
ニ
わ
し
、
そ
こ
に
駅
令
官
強

制
歴
史
緩
か
ら
見
た
姿
や
当
時
流
て
た
た
め
の
然
的
ツ
で
は
な
い
か

淵
汚
し
た
料
紙
撤
脱
鴎
欲
、
ま
た
杉
村

間
相
手
入
居
叫
が
緋
惜
し
た
必
録
時
，
L

ぬ

p
j月
岡
関
脇
輔
九
一

仰
を
題
材
ベ
ふ
守
派
一
っ
と
み
る
際
臨
膨
む
必
醐
糊
期
錦
織
校

間

こ

と

に

し

ま

す

ヵ

練

締

開

勝

風

説

鱒

鶴

勝

一

羽山
明
日
目
的
三
十
一
二
年
発
行

Z
た
一
七
二

¥
J一~
J
J以
輪
一
一
一

川
鉄
道
唱
歌
?
?
五
、
土
ハ
診
に
い
ァ
ヘ
一
一

-JJ)
開
令
}
翻
縄
開
…

ケ
智
英
一
還
を
送
り
つ
つ

v

¥

ぬ

γ
ペ
グ
ア
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側

室

チ
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駅

に

着

き

ぬ

れ

ば

議

九

九

i
!日
臨

か

官
空
機
卸
業
瓦
欝
》

γ麿
臨
九

糊
命
働
期
的
弁
天
ほ
ど
近
し
お
畏
級
長
国
眠
E
罰
翻
盟
議

制

。

日

本

的

・

奇

な

る

機

襲

撃

運

勢

繍

議

n

附
坂
東
太
郎
と
州
咋
が
な
せ
る
融
緩
総
線
総
機
綴
綴
畿
圏
盟
校
γ

附

刊

刊

恨

の

一

叫

旅

立

山

織

を

塞

議

選

議

機

鱒

叫
杭
酬
札
り
て
渡
る
必
然
よ
春
一
醐
綴
際
機
鱗
翻
鰍
際
機
機
畿
酬

だ
州
ま
た
、
問
唱
和
相
同
門
年
発
行
内
側
織
幾
蓬
漆
緩
滋
線
級
滋
繊
細
欄

a

R
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日

州

L
3
1

由

同

湖

、

1
i
i
i
l
l
l
i
-
-』
!
?
i
i
j
i
i
i
/
h
m
a
m
-
S〆

同
(
島
び
ζ

を
譲
る
山
間
)
問
就
鋪
章

夫

附

dr民主、司

祭

附

l
t

付
…
我
議
子
駅
と
鉄
道
唱
歌

畑山
川制

繋

に

は

、

と

い

う

こ

と

で

、

新

し

〈

-

裁

糊
@
災
時
時
半
a

よ
り
入
る
成
間
関
拙
怖
を
総
て
た
と
こ
ろ
事
故
は
怒
き

酬
制
機
的
流
れ
を
窓
に
目
見
て
な
か
コ
た
そ
う
で
す
む

鵬
取
手
的
奴
円
い
帥
明
る
通
は
そ
的
後
、
μ

昨
年
後
大
に
凌
由
甲

山

玄

界

的

支

持

終

的

お

然

り

を

し

て

お

り

ま

す

号

酬
と
鳩
わ
れ
て
お
守
宅
お
絡
会
拭
ま
た
、
機
内
め
滋
僻
悶
ぷ
紙
切
寄

附
孫
子
関
周
辺
が
妥
純
情
思
れ
て
お
り
つ
に
大
き
な
タ
ン
ク
が
あ
り
ま

附

ま

す

。

す

が

、

点

↓

↓

給

油

端

的

水

か

機

関

家

糊
欽
滋
間
関
係
で
は
‘
常
総
絡
が
な
ど
に
縫
う
町
に
適
し
て
い
る

糊
務
治
.
一
十
九
年
、
そ
の
託
手
後
た
め
、
大
正
末
期
に
m
m
ベ
ワ
に

酬
に
は
後
間
線
が
開
通
さ
れ
‘
ぬ
科
大
き
な
井
一
…
刊
を
指
n，
、
そ
こ
か

鵬
孫
子
が
鉄
滋
を
翰
に
発
展
し
、
ら
品
問
附
W
を
前
町
な
か
を
通
し
て
タ

仰
と
〈
に
附
則
的
か
ら
大
豆
に
か
け
ン
?
に
水
を
汲
み
あ
げ
て
、
固
執

酬
て
、
多
く
的
文
人
、
核
者
、
芸
関
係
だ
け

P
縮
問
削
摘
し
て
い
た
と

酬
術
家
が
、
こ
め
拙
納
品
品
開
樹
な
手
い
う
こ
と
で
す
。

脚
質
沼
抗
出
自
体
的
向
付
柏
崎
に
移
飽
き
れ
、
現
在
的
我
孫
子
駅
か
ら
は
す

仰
お
た
か
も
軽
井
沢
以
前
的
削
刺
殺
の
お
も
か
げ
は
民
ら
れ
ま
せ
ん

糊
漁
師
援
を
呈
し
た
と
い
っ
て
も
が
、
よ
〈
注
意
し
て
み
れ
ば
、

制

よ

い

で

し

ょ

う

。

そ

れ

ぞ

れ

の

歴

史

が

刻

み

込

ま

酬
次
に
‘
駅
に
ま
つ
わ
る
二
‘
れ
て
お
り
ま
す
。

糊
一
二
に
つ
い
て

酬
続
校
、
釈
然
的
門
的
パ
ス
同
庁
仲
間

日付。
こ
の
凋
ョ
東
京
的
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
の
色
彩
H

陣
織
々
後

〈
な
れ
リ
、
人
口
も
対
漆
高
風
柏
町
に

揃
哨
止
、
行
政
函
に
お
い
て
も
綾

織
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
時

A
T
開M
で
は
、
行
政
連
絡
員
の

殺
晴
樹
的
向
後
が
時
吋
代
に
添
わ
な

〈
な
号
、
職
戦
端
情
的
一
都
明
、
あ
る

広
報
裁
に
お
い
て
は
、
一
人
で

千
五
百
世
権
以
上
を
か
か
え
て

い
る
連
絡
員
が
で
塾
、
開
閉
々
ま

で
相
叫
欄
閣
で
き
な
い
務
状
ぞ
す
φ

哨
期
総
婆
の
内
容
も
滋
路
蛸
梢
W
持

関
係
が
多
く
、
す
で
に
発
足
し

て
い
る
浴
災
サ

i
ピ
ス
諜
で
処

務
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
内
総
儲
か
ら
、
九
月

に
行
な
わ
れ
た
然
倒
務
総
会
に

お
い
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
る

広
報
紙
等
の
滋
品
"
は
、
齢
制
約

締
込
み
の
予
定
で
す
。

950 

老
人
禰
祉
大
会
は
十
一
月
七
罷
つ
つ
じ
荘
で

回
口
光
之
氏

足
立
後
後
氏

r;. 

敬
老
の
つ
ど
い
は
十
一
月
十
一
日

J
十
五
日

教
榔
問
後
悶
討
会
委
員
同
任
期
満

了
に
よ
守
、
次
的
方
が
後
任

委
臨
時
に
滋
絞
寄
れ
ま
し
た
。

我
孫
子
市
日
秀
一
一
…
機
織

関
口
光
之

明
治
四
十
二
年
一
刊
行
ス
オ

七
日
生

ま
た
‘
大
十
弔
問
鴇
愛
国
異
内
総

統
に
よ
り
、
次
的
方
が
後
任

晴
樹
終
日
い
幾
何
立
さ
れ
ま
し
た
。

持
制
孫
子
第
布
位
二
三
一
八

品粧品嶋足
認
怖
は
柑
附

昭
和
十
年
十
一
月
七
回
数

議事

で
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
は
、

地
区
別
に
十
一
丹
十
…
円
ね
か
ら

五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
総
務
内

線
い
を
「
つ
っ
と
迄
」
で
行
な

い
ま
す
。

T
翁
人
制
輔
凱
拡
火
会

組
出
時
貯
・
成
帆
船
脚
・
数
議
税
金
支

給
な
ど
絞
殺
火
ぬ
と
有
志
に

よ
る
拍
例
議
a

。
散
老
祝
金

長
い
閥
、
技
会
の
た
め
に
つ

〈
し
て
こ
ら
れ
た
み
な
き
ん
め

た
め
に
、
老
人
一
議
役
セ
ン
タ

i

が
、
い
よ
い
よ
、
こ
約
十
八
日

に
、
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
総
絞
に
は
、
心
身
湾
宜
日

間
括
的
凶
間
後
同
間
後
世
、
は
か
る
た

め
に
、
熊
泊
朝
叩
ザ

I
K
ホ
ー
ム

が
、
併
設
さ
れ
ま
す
。
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例
年
九
月
十
混
況
に
行
な
わ

れ
て
い
た
老
人
鎖
社
火
会
同
体
、

光
成
し
た
老
人
徳
絞
セ
ン
タ
i

J
J
っ
と
縫
い
で
敬
老
の
幾
い

と
と
も
に
行
な
い
ま
す
母

殺
人
制
隣
後
大
会
は
、
七
十
七

殺
{
附
明
治
公
十
年
生
〉
以
上

司
方
々
を
対
象
に
十
一
同
行
七
R

1

つ
つ
ヒ
淡
い
で
行
な
い
ま
す
巴

六
十
五
歳
か
ら
七
十
六
絡
ま
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座
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{自足治42年~
明治31年生)

上

上

J二

j二

77級以上
(明治304'-~主}

愛
率
的
禁
地
欄
法
、
ヂ
ー
ラ

i

ま
か
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
護
綴
は
、
火

事
な
ト
ラ
ブ
ル
を
紡
い
だ
り
、

地
柄
拘
は
や
駁
久
力
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
行
動
車
の
技
能
公
開
州
議

出
拾
を
次
の
と
お
り
一
行
な
い
ま
す
@

V
問
時
十
一
月
十
六
日
出

午
前
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
持
三

十
分
ま
守

留
守
場
所
我
孫
子
機
等
技
術
移

門
学
校
久
守
家
六
八
閉
め

一
後
議
八
二

j
}一
一
六
つ
一

V
品
開
義
者
一
般
市
民

w
v
M
m
幾
人
質
ト
五
名

V
織
綴
内
務

口
マ
イ
カ
ー
の
詔
絡
的
京
世
間

口
こ
ん
な
と
事
ど
う
す
る

口
市
…
火
系
統
的
数
脇
陣

V
串
・
込
線
描
間
十
一
月
五
時
か

ら
十
一
塁
ま
で

V
阜
、
拍
岨
晴
}
院
は
目
減
掘
削
輿
線
車

i可

i潟

!議

同

11月11日(m議}
受付 9 : 3号
機会 10:30 
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l1fl7 B (木耀)
受付 9 : 30 
閉会均:30 

手呈

喜
市
史
編
さ
ん
へ
の
課
題
』

議

誠

会

V
日
時
十
時
狩
月
令
七
日
〈
臼
)

午
後
ぷ
均
一
ぷ
上
γ
分
か
ら

w
，
揖
咽
~
前
中
央
公
開
内
総

V
テ
!
?
ぷ
市
民
的
や
で

制
問
ろ
、
ヲ
我
孫
子
内
膝
山
武
L

i
災
発
子
市
町
課
題

i

V
紬
閥
拙
醐
労
賀
県
見
筑
波
大
学

教
授
脳
幌
市
民
家

(
中
前
後
嗣
欄
さ
ん
{
歪
)

「
我
孫
子
前
総
出
丸
…
を
+
申
廷

の
皆
き
ん
と
と
も
ぷ
つ
〈
る
市

史
緩
さ
ん
事
裁
の
…
っ
と
し
て

簿
袖
棋
会
を
次
の

k
お
り
附
附
器
ま

す往
多
く
の
方
々
の
ご
参
相
捕
を
続

出
刊
す
る
と
附
時
に
、
ご
窓
日
品
、

ご
磁
波
を
お
糊
聞
き
し
た
い
と
怒

い
ま
す
ω

主主人総絞大会

議第五主主我孫子市

革主連去の緩い

革k~の集い

数~の集い

mf主・湖北
トす1¥)地区
敬老の集い

我孫子@員並区

i初ヰtt議長E

(2) 

〈
中
市
災
凶
概
さ
ん
室
)



(3) 

篠
月
瞬間臨竃

閣
安
売
日

毎
日
丹
食
肉
棋
を
拙
抑
る
生
鮮
食

料
品
川
同
、
闘
に
犯
に
経
上
が
る

ば
か
り
で
す
。

市
宮
〈
て
お
い
し
い
食
換
を
瞬
間

う
こ
と
は
、
む
ず
か
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ω

衛
隊
約
み
な
さ
ん
に
、
少
し

で
も
安
〈
フ
レ
ッ
シ
ム
な
野
猿

を
と
ど
け
よ
う
と
、
世
巾
は
、
市

出
門
的
資
築
制
組
合
と
協
議
し
て
き

定
冒
頭
に

グ
ザ
i
ン
の
ノ
ポ
リ
が
あ
り
ま
す

覧農

11. 1 

ld 盟主5
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蓄基穏1苫・松学商l苫・主義沢育来五封・秋谷青果お

た
総
果
、
月
に
一
度
安
売
践
を

も
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
孫
子
線
復
H
M

、
十
月
ト
八

自
(
念
〉
を
輪
前
一
日
間
と
し
て
、

線
路
幾
三
金
綴
日
を
安
売
誌
と

し
ま
す
。

滋
北
抽
唱
は
誌
は
、
柑
僻
…
擦
を
十

一
月
八
日
と
し
て
、
毎
月
八
百

告
後
残
n
口
?
と
し
ま
す
。

実
施
庖
H
H

、
市
制
緩
に
級
偽
い
の

の
ぼ
り
を
か
か
げ
ま
す
ω

線
開
胤
を
品
叩
捌
持
さ
れ
る
頭
宿
は
、

ゆ
〈

i
バ
i
奥
山
叫
に
遼
絡
し
て
一
F

B
n
c
h
ド。お開
閉
会
せ
は
、
中
市
役
引
間
後
淡

時
間
醐
刊
緩
ま
ぞ
盆

食
肉
E

静
野
魚
に
つ
い
て
も
、

捕
組
合
で
検
討
中
で
す
。

〈
縫
泌
総
削
判
制
開
〕

市

鶴

囲

碁

大

我
孫
子
市
文
化
終
的
…
燃
と

し
て
、
次
丹
と
お
り
蝋
冊
一
一
一
回
我

Hm
子
中
期
総
務
大
会
を
問
問
縫
い
た

し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
〈
だ
事
い
。

マ

日

時

十
4

悶
月
十
日

(
g
)

午
前
九
時
吋
三
十
分

w
v
場
獄
中
央
公
民
館

マ
櫨
栴
師
同
日
本
棋
抽
出
然
食
七

問
問
絵
本
嶋
崎
二

V
食
後
六
百
附
門
(
昼
食
代
含
中

wv
内
容
A
柑租
e

，.母宅.占骨帥明者

市
日
最
終
戦

5
オ
1
1市
立
党

母
親
の
た
め
の

ス
ケ
ー
ト
教
室

ウ
イ
ン
タ

i
ス
ポ

ー
ツ
の
季
践
で
す
。

お
子
機
と
カ
ッ
コ

よ
〈
浴
べ
る
な
め
‘

拠
地
絞
め
た
め
の
ス
ケ

i
ふ
る
救
護
を
次
の
と

お
り
開
問
儀
い
た
し
ま

す。
こ
ろ
ぷ
と
イ
タ
イ

i
j
?
と
し
り
ご
み

さ
れ
る
方
は
、
こ
の

縄
開
ぜ
ひ
ご
参
加
特
〈
だ

発戸、い。

V
融制問
M

ト
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月
-
一

百
冊
目
日
六
日

九
挺
十
一
日

V
臨
時
燃
や
約
九
時

一
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一
十
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か
ら
十
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一
時
叶
ま
?

V
岨
噛
}
酎
柘
料
品
府
戸
ス
タ

i
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y
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h
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曹
鋭
佃
剛
一
校
久
保
プ
ロ
(
帥
拙
)

曹
対
象
業
縫
嫁
人

V
曲
員
用
千
双
子
割
問
内
へ
備
問
靴
料

と
浴
中
被
制
竹
氏
自
分
に
送
迎
柑
R

も
密
ま
れ
て
い
ま
す
。
)

V
人
数
先
着
繍
六
十
名
ま
で

wv
申
込
妥
付
十
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nT1詩
か
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句

V
由
申
込
先
教
努
委
員
会
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会

教
育
線
電
話
八
一
一

l
一一

蕊
一
内
線
-
一
九
一
ニ
鯵

b
熱
心
に
講
習
を
受
け
る

マ
マ
さ
ん

金

日
本
棋
時
間
我
孫
子
支
部
経

杯
戦

I
ハ
ン
グ
戦

器
開
総

務
総
会
議
授
杯
戦

i
オ
ー

ル
亙
先

文
化
浅
翠
ム
宮
駅
院
総
酬
明

5
ハ

ン
ヂ
酬
明

曹
金
沢
一
一
議
き
ん
〈
強
制
絞
…
む

一
一
一
一
)
か
ら
ぷ
十
点

V
中
川
川
醐
明
導
ん
(
本
間
一
一

i
冊目

i
v瓦
〉
か
ら
五
十
三
点

お
二
人
的
方
か
ら
子
供
附
制
移

丹
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

技
会
総
統
彩
裁
に
後
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
a

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

危
険
物
取
緩
和
明
は
、
補
防
法

に
よ
っ
て
統
制
問
を
受
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
参
加
〈
だ
さ
い
務

V
曲
師
瑚
闘
の
緩
網
棚
附
γ
脱
税
、
乙
回
開

問
機
的
危
然
物
取
扱
者

wv
日
時

J
2
.

月
八
日
〈
金
)

午
前
九
時
吋
受
付

曹
場
所
流
山
尚
治
以
内
会
餓

V
描
蹄
総
務
数
料
八
否
問
(
千

義
務
相
拭
入
証
紙
で
仙
納
入
)

V
申
込
み
綱
同
間
十
4

M

月
六
日

ま
で
(
午
前
九
時
か
ら
午
後

て
の
ひ
ら
を
冬
時
十
六
滋
農
務
む

返
り
花
風
く
る
た
伊
に
織
物
ふ

自
局
影
的
よ
智
号
て
紅
札
獲
さ
か
り
遜

f

-
本
に
か
け
し
大
輯
惜
し
ろ
し
制
制
的
自
に

手
掛
県
指
摘
の
落
ち
E
ま
と
も
に
滞
緩
良
時

〕
短
潤
貯
後
初
廿
附
前
後

寒
〈
な
る
と
H
U
附
明
悶
見
な
い
白
日
分
町
足
や
挙
を
縫
っ
と

視
つ
め
る
こ
と
が
あ
る
e

い
ま
そ
の
殺
に
よ
中
き
な
天

滋
虫
を
港
わ
せ
、
虫
的
生
を
制
見
て
い
る
的
で
あ
る
。

美
し
い
虫
丹
念
が
、
し
ず
か
に
歩
く
の
を
。

小

銭

一

人

援

本

協

同

嶋
崎
出
抑
制
明
朗

秋

谷

き

い

中
村
社
用
晶
子

wv
黛
各
崎
明
品
位
か
ら
図
佼
ま

で
に
賞
品
と
賞
状

V
申
込
先
鋭
織
に
で

嘉
代
民
八
八

l
一
七
七
濁

山
刷
附
附
氏
八
八

i
四
八
三
。

お
好
み
対
局
と
し
て
、
本
相
T

変
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ャ
ン
ぽ
オ
ン

の
ア
ル
フ
レ
ヅ
ド
・
ヴ
ィ
ン
マ

l
波
紋
金
総
待
し
て
い
ま
す
。

(
教
高
円
愛
国
開
会
〉

マ
申
込
み
先
給
対
附
子
治
捕
例
料
開

本
様
子
時
関
係
〔
拙
問
時
間
務
)

刑
問
時
吋
ま
で
)

治
時
間
騨
鳴
で
は
、
阿
月
に
一
変
消

火
校
、
納
町
永
繍
閣
の
調
査
を
拝
け
っ

て
い
ま
す
匂

最
近
、
道
識
に
紋
綴
怒
れ
た

抽
地
下
式
消
火
終
的
機
博
聞
が
同
口
だ

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

危
後
で
す
の
で
、
こ
わ
れ
品
た
消

火
抗
症
を
み
ウ
け
た
ら
、
端
同
社
叫
本

部
(
久
。
二
一
一
一
二
七
に
途
絡

し
て
下
さ
い
。

(
消
防
線
〉

欄
肝
炎
の
終
的
政
務
と
し
て
‘

千
都
帰
京
市
中
央
港
一
丁
目
に
祭
立

築
制
閉
鎖
が
際
的
障
し
ま
し
た
@

こ
の
美
燦
絡
は
‘
「
絞
る
・

週
間
る
・
制
刷
る
ん
を
モ
y
ト
i
と

し
た
新
し
い
波
間
関
で
す
。

議
抗
期
的
秋
、
み
な
た
も
新
し

い
色
分
を
発
兇
し
て
み
ま
せ
ん

e

カ匂

文
諜
だ
よ
り

い
役
会
金
品
作
号
ま
し
ょ
う
0

.

.
 

議
、
治
会
、
同
間
体
、
小
・
市
T

i--

学
校
、
一
般
全
然
そ
れ
に
十

4
メ

月

一

8
・
一
一
闘
に
行
な
わ
れ

総

醐

抑

た

蹴

制

緩

募

金

的

合

計

辻

、

十

ご

で

金

月

4

一
十
一
日
現
在
、
金
七
十

に

寂

藤

六

万

六

千

百

七

十

カ

尚

喜

勤

務

の

ま

り

ま

し

た

。

羽
aH
宵

季

語

辻

、

十

二

月

か

判
明
唱
幻

2

ら
始
ま
り
ま
す
縫
末
助
け
合

白

川

崎

初

い

逐

動

と

併

せ

て

十

一

一

塁

ζ

5

1
，

孟

原

ト

一

詩

ま

で

行

な

い

ま

す

の

多
〈
的
人
び
と
の
務
態
的
で
も
よ
り
ι

一
層
的
ご
協
力
奇

心
で
、
薄
幸
な
人
び
と
に
繍
お
臨
戦
い
い
た
し
ま
す
。

い
吃
与
え
、
制
明
る
い
仲
阻
み
よ
〈
櫛
ゆ
ゑ
潮
時
)

静11月の輪組司

園長建議探険税の
第3期分です

今月町出議後i後i主、次のとね

り行ないますので、ご利用下さいa

*1:1綜 11月初日(受注}
lf約 9~寺3車分~午後 4待

合織商 事専長塁王手・謡挫センター

f殺を知る遡間a
11)守口日-17B

税の本自綴は東京i議総長著税務樹総省担
給戸分E藍へ0413-67-5416 
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湯
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こ
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子

〈
舗
貯
〉
年
制
蜘
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ら
、
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し
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向
感
で
き
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削時嚇問開捌よ

q
捕
り
の
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に
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開
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る
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づ
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滋
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簸
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が
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24 舎
@ 土

申書事烏金二ニ+市役所約9.。君主義台

骨干町民図書事大会訟中央公民総9.3010 
月⑮ 

G'小児マヒ主主ワクチン主主都知布佐都青年錯14.00-15.ω
中陣上青年自立14.00-15.00

E 心配ごと穏淡路滋北支所9.00-15.0号
11飲料和記念日

月

'"小児マヒゑワクチンま量三事務総会中炎集会長著

14.告号、 15.告書12 
水火

2務甲小気マと生ワクチン投与おはも持l~乙合中央集会所

14.00-15.事告13 
木水

宮市税I:ll減数i訳出総h上位ンタ ー興(喜善寺
9.30-16.00 29 ""小児マ己主主ワクチンf賞与秘主tセ〆タ

14.00-15.0。
木

14 
金

土

世
間
に
は
、
お
滋
を
や
め
た

い
と
考
え
て
い
る
人
が
、
多
い

よ
う
で
す
。

し
か
し
、
お
摘
を
齢
制
ち
た
い

と
考
え
な
が
ら
‘
な
か
な
か
や

め
ら
れ
な
い
の
も
お
滋
で
す
む

滅
的
た
め
に
、
判
的
こ
る
本
数

な
術
情
叫
げ
は
、
淡
を
た
ち
ま
せ
ん
u

o
隊
相
酬
は
駒
郡
銭
円
熱
心
な
協
力

が
な
け
れ
ば
で
島
ま
せ
ん
a

o
滋
演
は
曲
目
分
…
人
で
は
で
き

ま
せ
ん
。

叫
制
緩
に
成
功
し
た
人
肉
体
験

や
意
見
を
阻
聞
き
、
断
揺
を
成
功

き
せ
ま
し

F
T
7。

く
わ
し
い
事
は
保
健
課
へ
問

い
合
せ
て
下
さ
い
。
(
削
附
楠
慨
深
)

3母

十
“
日
月
約
育
児
抑
制
絡
を
次
的

詩
炉
慌
で
行
な
い
ま
す
的
で
ご
却
刊

同
府
く
だ
き
い
“

出
吋
燃
は
い
ず
礼
的
会
均
も
午

議
九
簿
二
一
十
分
か
ら
十
一
時
ま

で
と
、
ム
午
後
一
時
か
ら
一
一
日
吋
ま

で
で
す
。

母
子
手
州
艇
を
忘
れ
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
切
〈
保
健
湘
附
〉

'"小児マヒ生ワクチン投与問機数."ンター
14.00-15.白書

金
七五15 

青
少
年
内
非
行
が
、
増
加
し

て
い
る
中
で
、
特
に
児
章
一
、
生

後
約
非
行
ん
ゆ
が
自
な
っ
て
い
ま

す。
簿
一
行
ル
均
約
線
開
闘
を
胤
る
と
、

機
織
と
の
交
淡
的
欠
如
州
、
紛
糾
鳴

に
対
す
る
一
定
約
な
棚
押
し
付
け

を
ど
が
あ
げ
ら
い
札
ま
す
@

少
し
で
も
‘
子
ど
も
と
議
す

機
会
を
ち
う
け
、
心
の
き
ず
企

を
つ
〈
り
、
子
ど
も
町
カ
を
伸
小
児
?
と
生
ワ
ク
チ
ン
は
、

出
品
す
よ
、
ヲ
に
し
て
下
さ
い
伺
三
室
混
合
の
た
め
六
選
鶴
間
以
上

家
信
担
や
学
校
で
肉
、
同
時
か
い
の
間
据
聞
を
あ
け
て
、
二
間
関
受
け

ふ
れ
合
い
が
、
青
少
年
内
非
行
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
後
織
的
予

化
を
時
間
ゑ
す
る
力
に
な
リ
ま
す
。
防
篠
崎
閉
で
す
。

(
予
業
家
機
裁
判
所
}
次
丹
羽
綴
で
行
者
い
ま
す
の

で
、
も
よ
守
的
会
場
、

wv
軸
腕
山
崎
務
総
ぬ
刊
問
問
十
八
第
十

向
け
か
ら
関
向
刊
削
悶
十
九
年
七
月

ま
で
に
生
ま
れ
た
れ
党

同
開
入
品
対
照
診
察
を
送
付
し

ま
す
が
、
二
日
間
受
け
て
な
い

人
は
、
問
問
摺
網
開
閉
回
開
に
開
関
係
な

〈
会
場
に
問
問
診
察
を
湾
意
し

て
あ
り
ま
す
円
で
、
こ
の
機

会
に
ご
利
用
下
さ
い
。

マ
時
間
午
後
二
時
吋
か
ら
一
一
一
時
吋

そ
の
目
的
縫
臨
時
状
線
の
緩
ん
務

と
紙
一
十
品
a

綴
を
お
忘
れ
ム
な
く

〈州旅紬開縫い

沼
市
民
政
治
大
学
に

受
講
・
さ
れ
た
い
方
へ

子
議
醐
勲
選
挙
管
綴
議
開
問
会
N
H

‘

中
制
緩
殺
と
し
て
の
数
梯
慨
を
官
間
的

絞
約
殺
端
織
の
出
向
上
を
綴
号
、
酬
明

る
い
哨
端
機
数
縫
い
い
役
立
て
る
命
中

協
で
、
級
一
総
ふ
〈
掛
十
を
欄
肉
体
拙
い
た

し
ま
す
。

申
込
選
位
、
中
市
役
所
、
各
支

所
、
中
央
公
民
健
に
あ

9
ま
す
。

無
制
竹
o

v期
日
十
一
一
万
五

g

七
百

ふ
ー
一
日
十
二
一
時
十
五

g

甲
鴇
飯
塚
本
太
子
築
ど
ん
内

(
暗
躍
世
帯
幽
胃
液
倍
前
回
鈍
会
〉

船
舶
総
機
関

M
m
u
m
仏

総

4

6

1

事

比

什

金

持

η

¢

ば

{

{

幾

人
人
入
品
混

同

w

m拍
向

別

総

宮

S

S

2

5

5

1

9

 

3

3

7

仰
向

男

女

計

事

蛍

市町人ね

昭和49年10月1EP覚後

行政棺談
人権擁護報談

若干llfl26 13(火〉

10持-31母

会中炎公民館

会場

都青年館

中峠上青年総

湖北台ゆ史襲金所

滋~t台中央築会員廷

福祉センタ

福祉センタ

月日

11月11日

11月11日

11月12日

11丹1313

11月148

11丹15担

宮!'l的人iJ重主主義

男女針

75人 160人

280人 609人

民人 18人

116人 340入

出生 85人

転入 329人

死亡 8人

転出 164人

952 

マイベ一見温い越正予れでも趨い鵠毒事れ




